
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■GIGAスクール構想とは ～１人１台端末の活用に向けて～ 
 

確かな学力の向上をめざして【10月】 

中部教育局 

これまで培ってきたものを生かしながら… 今までにない可能性が広がるね！ 

１人１台環境で子どもたちの学びはこう変わる！ 

校長会資料（令和２年10月） 

手分けして調べた後、グループで共有した
り、共同で編集したりが即時に行える！ 

全体に提示するものを各自が手元
の端末で確認でき、資料や動画な
ども容易に提示できる！ 

従来の授業 

データはクラウド上に保存 
⇒いつでもどこでも利用可能！ 
学校での学びを家庭でも深める・
つなげる！ 

個別の 

Gアカウント 

個々のニーズや理解度に応じた個別
学習や個別指導が同時にできる！ 

 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00915.html 参照 

（各教科等の指導における ICTの効果的な活用に関する参考資料 文部科学省HP） 

教科や担当でどんな使い方ができるか、みんなで考えて取り組んでみましょう！ 

 

（例）タブレットで健康観察！ 
（児童生徒） 
→毎日使って使い方に慣れる 
→自分の体調を気兼ねなく報告 
（先生） 
→全員の健康状態をリアルタイム 
に把握。集計・データ化も簡単！ 

まずは普段使いを！ 

G  Global and（グローバルで） 

I   Innovation（革新的な） 

G  Gateway（入口を） 

A  for All（すべての人に） 

ＧＩＧＡスクール構想とは、多様な子どもたち一人一人に個別最適化さ

れ、創造性を育む教育ICT環境の実現を目指した文部科学省の施策で

す。これまでの優れた教育実践にICTを組み合わせることで、個々の能

力や理解度に応じた多様な学びを可能とし、児童生徒や教員の力を最大

限に引き出しながら資質・能力を育成することを目指します。 

ベストミックス！ 

１人１台実践例 

（文科省HPより一部抜粋） 
 

単元「関心のある事柄について投書を書く」 

（中学校国語 「書くこと」 第３学年・４時間）  

・投書の原稿を文章作成ソフトで下書きする。 

・グループで読み合い、コメント機能を用いて確認

し合う。 

・文章作成ソフトの校閲機能を活用して推敲する。 

・希望者は清書したデータを投稿。 
 各教科等の 

詳しい実践例はこちら 

書く過程を記録し、より良い文章作成に役立てる 

これからは 

https://www.google.com/search/about/?_ga=2.265922959.1803803237.1497410870-1319431884.1497410870
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00915.html

